


広 報 ひ か り (2)

補正予算のあらまし

今回の補正は､木戸浜海岸道路､児童 ･生徒の交通安全対策用自転車歩行車道の設置等道路整備

費6,186万円を主としたものです｡

この海岸道路は､本年度の重点施策でもあり､この道路の完成により木戸浜観光開発の拠点とし

て期待されるものです｡

また､教育基金の積立 1,000万円､東陽病院の運営費 1,464万円､農業振興対策費580万円など､

より一層住民生活の安定と向上を図るため､予算を追加いたしました｡

主な事業の追加は次のとおりです｡

●道 路 整 備 囲 海岸道路 (尾重く→関)

自転車歩行者道 (古屋←入 )

舗装工事 (古屋 ･尾垂)

+海水浴場ア-チ設置 店 デ観光PRと美観をかね木戸浜海岸入口に設置するものです.

●東 陽 病 院 負 担 金 広 戸病院の運営費にあてるもので､高度化多様化する医療に対応

するため､全身用スキャナーの導入を行い設備の充実を図る

ものです｡

●教育振興基金の積立 正夢 b基金については､すでに 1,000万円の積立がありますが､さ

らに寄附金 1,000万円をもって積立をし､教育振興に役だて

るためのものです｡

●水田農業確立対策費 囲 水稲については､全国的に生産過剰であり転作面積の拡大が

続 く中､畑への転換を図る客土事業等を推進するものです｡

完成間近い海岸道路 整備が行なわれる自転車歩行者道



(3)広 報 ひ か り

数 育 草
補 正 額 800
総予算額 32′207

主な事業
●各学校備品購入

及び施設工事

諸支出金
補正 額 l′000
総予算校 了′988

主な事業
●教育振興基金

商 工 費
補 正 額 】50
総予算額 930

主な事業

チ設置工事等
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地方交付税

補 正 額 I,I50
総予算額 89′650

国庫支出金 一

補 正 額 Z′208
総予算額 J4′474

県 支 出 金

補 正 額 393
総予算額 20′24l

財 産 収 入

補 正 額 89
総予算額 l′427

寄 附 金

補 正 額 999
総予算額 l′209

繰 越 金

補 正 額 6′878
総予算額 l6′320

諸 収 入

補 正 額 △ 5
総予算額 '3′294
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を
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を
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れ
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ボ
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光
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人

800

600

400
61年の年齢別内訳

14歳～19歳70人--9.
0%
20歳-29歳237人.--30.
4%

2003
0歳-39歳225人--28.
9%

40歳～49歳184人....-23.
6%
50歳以上63人-..-8.1
%

人員507520432495701648825830777779


























